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ボランティア交流会 カトリック野外礼拝センターにて 
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今年こそ本物の年でありたい 

奈良県障害者運転車協会 会長 楢原泰彦 

穏やかな正月でした。奈良

県障害者運転者協会も創立

37 年目を迎えることができ

ました。今年こそはよい年の

スタートにしたいと誰しも

が願っていることと思いま

す。昨年は食品の偽装表示を始め、企業のモラ

ルが問われ金銭にまつわる汚職事件があまり

にも多く摘発され、今の日本はどのようになっ

てしまうのか。見つからなければやってもよい、

利益にさえなればよい、自分さえよければよい、

などといった意識が蔓延しているように見え

てなりません。本当に寂しい限りです。少なく

とも本年は正しいことや本物が勝利する年で

あってほしいものです。心の時代といわれ久し

いのですが、現実はますます荒れすさむばかり

のように思えてなりません。この混沌とした現

状を昔のように豊かな美しいやさしい社会に

戻すために、どのように何をなすべきか正しい

道しるべが必要ではないかと思います。それが

ためには、確かな目標を持って元気で働き、生

きがいを感じることこそが幸せにつながると

思います。 

大量生産、大量消費時代が行きづまりアジア

諸国では勢力交代が始まりつつあり、過去に経

験したことのない環境に直面しているように

思えてなりません。 

食糧自給のため世界中から輸入せねばなら

ない現況、少子高齢化による社会保障費の負担

増、働くところの少ない雇用不安、年金医療制

度の破綻状況といった厳しいインフレ気配の

現状をどう打開するのかまた、その手立てがあ

るのか今問われているのです。 

永らく豊かだった生活がいま確実に到来す

るこの実態にこそ不安の正体があるように思

うのです。 

行政を担当される先生がたの大いなるご活

躍に期待いたしたいと思います。

 

「地域で安心して暮らす」をモットーに

    

 会員の皆様方には、平素

より本県の障害者福祉施

策の推進に、格別のご理

解・ご協力をいただき、厚

くお礼を申し上げます。 

 また、永年にわたり、身

体障害者の安全運転教育の推進をはじめ、障害

者の移動支援や交流会・研修会の開催など、障

害者の社会活動への参加を広げるための幅広

い支援活動に取り組まれている貴会の役割は

まことに重要であり、その活動は、他の障害の

ある方々の自立の促進に大きく寄与するもの

であります。 

 このような取組に対し、深く敬意を表すると

ともに感謝申し上げる次第です。 

 さて、一昨年施行された「障害者自立支援法」

に基づき、障害の有無にかかわらず安心して暮

らすことのできる地域社会をめざし各種施策

が実施されています。障害のある方自らが、自

動車の運転を通じて社会参加の促進を図られ

ている貴会の活動は誠に意義深く、今後も、会

員相互の連携をより強められ、一層活動を広げ

られますよう期待を寄せるものです。 

 県におきましても、障害者自立支援法の具体

的な実施計画であります「奈良県障害福祉計画

～ともに支えあう～」を策定し、障害のある人

もない人も「地域で安心して暮らす」という基

本理念のもと、地域移行支援の数値目標や、障

害福祉サービスの基盤整備見込量などを定め、

既に作成済みの「奈良県障害者長期計画 2005」

と一体的、総合的かつ効果的な取組を進めて参

りますので、今後とも、皆様方のより一層のご

支援・ご協力をお願いいたします。 

 最後に、貴会のさらなるご発展と皆様方のご

活躍・ご健勝を祈念申し上げ、ご挨拶といたし

ます。 
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新施策スタートの年を迎えて 

衆議院議員 高市早苗 

奈良県障害者運転者協

会の皆様には、常日頃より

親身のご指導を賜ってお

りますことに対し、厚く御

礼申し上げます。 

 私が安部内閣の閣僚と

して内閣府特命担当大臣の職にあった際、19

分野の政策を担当しておりましたが、貴協会と

関係の深い分野として、障害者施策と交通安全

対策がありました。 

 障害者施策につきましては施策の総合的か

つ計画的な推進のため、障害者基本法に基づき

平成 15 年度から 24 年度までの 10 年間を計画

期間とする「障害者基本計画」が閣議決定され

ています。基本計画の着実な推進を図るため策

定された、前期５年間に係る「重点実施５か年

計画」が平成 19 年度で終了となることを踏ま

え、昨年５月に総理を本部長とする障害者施策

推進本部において、平成 20 年度を初年度とす

る新たな重点施策実施５か年計画を策定する

ことを決定し、私も担当大臣として、障害のあ

る方々から直接お話を伺うなど、関係者の声を

施策に最大限反映するよう努めてまいりまし

た。残念ながら大臣在任中の取りまとめとはな

りませんでしたが、その問題意識は後任大臣に

引き継ぎ、昨年 12 月に新計画が策定されまし

た。本年４月から実施される新計画では、障害

者の生活支援や教育・育成、雇用就業、保険・

医療など８分野において 120項目( 旧計画では

60項目)の施策を実施することになります。 

 また、交通安全対策については、「第８次交

通安全基本計画」に基づき「交通事故のない社

会」を目指した取り組みや飲酒運転の根絶に向

けた取り組みの強化を図ってまいりました。皆

様の御協力のお陰をもちまして、昨年１年間の

交通事故による死者数は 5,744 人となり、昭和

28 年以来 54 年ぶりに５千人台となり、また、

飲酒運転につきましてもその死亡事故件数は

３割の減少となりました。 

 障害者施策、交通安全対策いずれも民間の協

力が不可欠な政策分野です。貴協会の 37 年に

わたる障害者の自立支援と交通安全・交通事故

防止への取り組みは、これからの施策を実効あ

るものとするため重要な役割をはたしていた

だいております。心から敬意を表しますととも

に、引き続きお力を賜りますようお願い申し上

げます。 

 終わりに、奈良県障害者運転者協会の益々の

ご発展と皆様方のご健康を心よりお祈り申し

上げます。

 

会員の皆様とともに 

顧問 新谷綋一(奈良県議会議員) 

 奈良県障害者運転者協会

に於かれましては、楢原会

長さんを中心とされお互い

会員相互の連帯を計られ団

結して活発に活動されてお

られる所であり敬意を表します。 

 特に永年にわたり奈良県警察本部と一緒に

なって障害者安全運転フェスティバルを開催、

安全運転への講習や実地運転指導をされる等、

広く運転マナー、交通安全、交通事故対策など

社会に大きく貢献しておられます。 

 この４月には奈良県交通対策協議会〈会長 

荒井正吾知事〉より表彰されるなど、社会の中

で高く評価された証でもあります。心よりお祝
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い申し上げますと共にご同慶の至りであり、こ

れからも一層のご尽力をお願い致します。 

ルールを守るフェアな心は日本人の美徳で

あったはずですが、最近の世情は人としての道

をわきまえず思いもよらない社会秩序を乱す

事件が日常茶飯事になってきています。常に原

点を見つめ、筋の通った理論・物事を心がけて

社会の一員としての責を果たすべきでありま

しょう。日本人が営々として創りあげてきた文

化は私共の宝であり、今に生きるものとして少

しでも質を高め伝え継ぐのが当然の努めであ

り、心したいものであります。 

 他方、楢原会長さんには以前より、伝統在来

工法による木造建築を主に考えられ風雪に耐

え、耐震的にも強い木の心を大切にする伝統文

化の継承にも意欲的に取り組んでこられてい

ることに感銘を受け、共に努力し協力して積極

的に取り組まねばと考えます。 

尚、私事ながら当会の顧問としてもお加え頂

き、更に昨年春の地方統一選挙には格別のお力

添えを賜り、一方ならぬお世話になりました。

感謝の他ございません。  

 今後は楢原会長さんをはじめ、役員、会員皆

様方と共に力を合わせ会の発展に力を尽くし

ていきたいと思っています。

 

 

本当の生きがいを求めて 

顧問 橋本和信（奈良市議会議員） 

わが国の景気は回復の傾向

にあると言われておりますが、

原油価格高騰の影響などで生

活必需品の価格上昇も危惧さ

れ、庶民にとりましては、まだ

まだ苦しい家計が強いられております。また、

行政に目を向けましても、さまざまな施策が抑

制されており、福祉関連をはじめ、少子高齢化

対策など、国民の生活に直結する分野での問題

発生が懸念されます。 

こうした中、社会的弱者といわれる障がい者

にとりましては、ことさら世情が不安に感じら

れ、バブル期の福祉行政と比較し、あちらこち

らで不平や不満を耳にするところです。 

 確かに、行政が障がい者に手を差し伸べる

ことは、とても重要なことであります。しかし

ながら、健常者が社会に対して不満を抱いてい

ることに直面するとき、本当の幸せとはいった

い何なのか、生きがいとは何なのかを考えざる

を得ません。障がい者にはハンディキャップが

あるかもしれません。しかし、心の持ちように

よって、充実した生活を送り幸福感を味わえる

ことも事実であります。行政に頼るのではなく、

同じ立場にあるものが協力し合い、励ましあっ

て、それぞれ自分らしい生きがいを探求しなが

ら自立していくことが幸福への近道であり、も

っとも大切なことではないでしょうか。 

本協会ではボランティアの方々とともに安

全運転フェスティバルをはじめボランティア

交流会・焼肉パーティーなど様々な活動を通し

て、ふれあいの輪を拡げるとともに、障がいを

持つ方々が、日々充実して過ごせるよう皆で創

意工夫を重ねているところであり、そうした生

きがいを見出し、自立心を醸成するには打って

つけの場ではないかと存じます。 

どうか、みなさま、これからもいろいろな催

しに積極的にご参加いただき、会員相互の親睦

を深めるとともに、体験学習などを通じて見聞

を広め、ともに充実した生活を送りましょう。 
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「奈障運」へのメッセージ 

森岡正宏 

私たちの国は、経済的

に豊かな生活を享受する

ことが出来るようになっ

てずいぶん時間がたちま

した。しかし、戦後 60年

以上を経た今日果たして本当に幸せだと言え

るのでしょうか。60 年前の日本は一世帯当た

りの家族数が平均５人、今は 2. 5 人と半分にな

り家族の支えあう力や教育力も弱くなりまし

た。そして、家庭や教育現場における人間関係

の乱れ、公的機関や企業における不祥事、そし

て親が子供を殺す、子供が親を殺すという心の

凍りつくような残酷な事件の発生などいずれ

も日本人の精神の衰退、かつての日本人が持っ

ていた倫理観が失われてきた兆候も顕著であ

ります。温かさ・ぬくもり・愛情・思いやりな

どという言葉から程遠い社会になっているよ

うな気がしてなりません。 

 その上、グローバリズムの名のもとに何でも

競争にさらせばうまくいくという市場原理主

義が幅をきかせ社会的に弱い立場に置かれた

人たちが一層苦しくなる事態を生んでいます。 

 まさに今の日本は「モノで栄えてココロで滅

ぶ」という状況であり「お金よりもっと大切な

ものがあるんだ。」ということを日本人皆が胸

に手を当てて考えるべきだと思うのです。 

 しかし、こんな世相の中で奈良県障害者運転

者協会（奈障運）の皆様は身体のハンディにめ

げることなくアグレッシブに生き、楢原会長の

もと助け合いながら自立の道を切り開いてお

られます。車を運転することによって自らの生

活を拡げ、それを活力源にしておられることを

頼もしくさえ感じます。そして、周辺には学生

さんをはじめボランティアで支えている方々

が常においでになることも素晴らしいです。だ

から、奈障運にはいつも温かい空気が流れてい

て愛情や思いやりが溢れているような気がし

ます。 

 このような奈障運の皆様の気概を忘れない

で、ハンディを抱えている人の就労がまだまだ

不十分なので分に応じた仕事ができ生甲斐を

持てる社会をつくる、私は政治家としてそんな

お手伝いをさせていただくことが出来ればと

国政復帰を目指しています。

 

Ҳ Њ  

新車を購入される時に、奈良県障害者運転者協会が自動車販売店を紹介しますと、いろいろな便

宜を自動車販売店から図ってもらえます。例えば紹介料をいただけたり、安全運転フェスティバ

ルのときの景品等の協力を得られます。会員およびお知り合いの方のご協力をお願いいたします。 

連絡先：汐
しお

碇
いかり

昭義
あきよし

 

             TEL 0742- 46- 7004  携帯 090- 7091- 4555 

 

あなたの大切な足(自動車)“いざ”という時大丈夫ですか？ 

 

㈱損害保険ジャパン代理店 ͪ ̔  辻本浩之 

 

 

（奈障運会員） 

★お取扱商品★ 
自動車保険・火災保険・生命保険・車椅子保険他 
その他・車検、修理、新車、中古車等ご紹介致します。 

ご連絡先 吉野郡下市町平原 236 
TEL0747-52-4424 FAX0747-52-4404 

     携 帯 090-8379-4627 
     E-mail hiro-plan236@kce.biglobe.ne.jp 

 

mailto:hiro-plan236@kce.biglobe.ne.jp
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奈良県主催「ユニバーサルデザインセミナー」に参加して 

ボランティア部 清水煌三 

 平成 19 年 10 月 25 日（木）13：30～16:30 に奈良市東寺林町「な

らまちセンター（市民ホール）」で開催された標記セミナーに、ボラン

ティア部研修会として会員 7 名（中出、灰藤、汐碇、山田、橋本、南埜、

清水）が参加しました。 

このセミナー開催に先行して、奈良県ではユニバーサルデザインに関

する指針を作成するにあたってＨＰ上で広く県民からパブリックコメ

ントを募集していました。そこで、私は日頃から「ハートビル法」「交

通バリアフリー法」「バリアフリー新法」（いずれも通称）等への奈良県

の取組みに対して歯がゆさを感じていたので、他府県の先進自治体との

温度差（市町村ごとに行うことになっている基本構想策定などへの取組

みの遅れ）を指摘したコメントを 9 月初旬にＨＰに書き込みました。こ

れに対するリアクションとして奈良県福祉部福祉政策課からセミナー

参加の呼びかけがあったので、ボランティア部研修会として対応することとしました。以下にセ

ミナーの内容を報告しておきます。まず、奈良県福祉部次長から当日の講師２人のプロフィール

紹介があり、次に紹介する［第１講］、［第２講］の２部構成で進められました。 

［第１講］ 

講師：中村 元（なかむら はじめ）氏 

演題：「恋に導かれた観光再生～奇跡のバリアフリー観光誕生の秘密」 

概要：各地で観光再生やまちづくりに携わってきた経験を活かして、

「ＮＰＯ伊勢志摩バリアフリーツアーセンター理事長」としてキャッチ

フレーズ「伊勢志摩レンタル車いす～どこでもチェア！～」を提唱され

ています。その中では、伊勢志摩の観光・宿泊施設、スポットなどのバ

リアフリー状況を地元の障がい者と調査し、「行けるところ」はもとよ

り「行きたいところ」についての情報も積極的に発信し、車いすの貸出

しや旅の相談に応じています。 

 

 

［第２講］ 

講師：石田 享平（いしだ きょうへい）氏 

演題：「ユニバーサルデザインの過去・現在、そして未来～障がい者

と技術者の間を取り持つ“翻訳者”としてユニバーサルデザインを語る

～」 

概要：土木技術者であり、かっては健常者で、現在は車いす使用の身

体障害者です。その経験の中でユニバーサルデザインに出会います。利

用者と計画者の間で生じがちな誤解や理解困難についての“翻訳”の大

事さについて、日常使用するスプーンやナイフ、視覚障害者に配慮した

点字付きの名刺などを会場に回覧しながら説明されました。 

なお、セミナー参加にあたっては、いつもながらの障害者用駐車スペース確保の作業がありま

した。また、会場のトイレがユニバーサルとはいえない古い設備でもあり、主催担当者のご苦労

の割には、何か腑に落ちないユニバーサルデザインセミナーとの印象を受けたのは私だけでしょ

うか・・・。 
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おめでとうございます 

奈良県障害者運転者協会設立時から会の発展に尽力してこられました副会長の中出邦子さんが

奈良県から「心身障害者自立更生者・更生援護功労者」として表彰されました。 

 

心身障害者自立更生者・更生援護功労者の表彰を受けて 

 中出邦子 

私は、昨年 12

月３日に会長は

じめ理事の方々

の推薦をいただ

き「心身障害者

自立更生者・更

生援護功労者」に選ばれ奈良県知事より表彰し

ていただきました。有難うございました。 

 私自身はただ普通に生きてきただけですが、

永らく会員の皆様と親しく接することができ、

それが励みになったのだと思います。 

 とりわけ楢原会長、西村理事とは運転免許取

得以来 40 年近くお付き合いくださって心から

感謝いたします。 

 これからも会の皆様とさらに親しくお付き

合い願いたく思っていますのでよろしくお願

いします。

 

 

「ふれあい回廊」オープン 

 

 重いコートを脱いで身軽に外出できる季節になりました。しかし

障がいを持っているものにとっては駐車場・食事・トイレなど問題

が山積みです。そこで東大寺門前に３月 20日にオープンしたバリア

フリーの総合施設「ふれあい回廊 夢しるべ 風しるべ」を訪ねて

みました。大人も子供も楽しめる西日本最大級の鉄道ジオラマがあ

り、ゆっくり食事をしたり買い物したり近くの東大寺や依水園を訪れるなど一日をのんびり過ご

せそうです。詳しくは yume- kaze.comで検索してください。 

 関西空港が便利になります 

関西空港の身体障害者用駐車スペースが改良されます。旅客ターミナルビル

に車道を通らずに行けたり、入庫時にゲートバーを通過すると割引処理を実

施するなど事務手続きが簡素化されます。                

詳しくは    http://www.kansai - airport.or .jp で検索してください。 

 

みなさん！出かけられてお勧めのスポットがあれば編集部までお知らせください。 

～さあ みんな出かけよう～ 
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『災害対策セミナー in 神戸～減災の知恵の共有～』参加 

ボランティア部 清水煌三 

標記のセミナーにパネリストの一人と

して招かれ、「災害時要援護者（災害弱者）

対策」の抱える問題や在り方を車いす使用

者の視点からアピールしてきました。 

 奈良県障害者運転者協会では、2004 年 1

月 29日（木）「第 8 回震災対策技術展」か

ら５年間にわたり防災・減災問題に継続的

に取組んできました。昨年の「震災対策セ

ミナーｉｎ神戸 私たちは都市災害に備

えて活動しています―この１年を振り返

って更なる前進を―」（神戸国際会議場

2007 年 1 月 18日開催）、「地域防災・防犯

技術展 大阪 同時開催：シンポジウム・

セミナー 私たちは都市災害に備えて活

動しています―能登半島地震から南海・東

南海地震まで―」（インテックス大阪 2007

年 5 月 24 日開催）にも参加しました。こ

れらの活動を踏まえて、2008 年 1 月 15 日（火）に神戸国際会議場で開催された標記セミナーへ

の参加となりました。その中でアピールした内容の一部を報告しておきたいと思います。 

 災害時要援護者対策は、地域において高齢者や障害者など災害時の避難にあたって支援が必

要となる人を特定し、その一人ひとりについて、誰が支援してどこの避難所等に避難させるかを

定める「避難支援プラン」を策定することを主眼とした取組みといえます。 

各地域における災害時要援護者対策の取組みの現状を見ると、多くの市町村において、要援護

者情報の共有化や平常時からの福祉関係者との連携等、様々な課題に直面しているようです。内

閣府がＨＰ（防災情報のページ

http://www.bousai.go.jp/oshirase/h19/070320giji/5_taisakutoha.pdf  ）で公開している「災

害時要援護者対策とは」を示しておきます。 

 このＨＰでは、2004 年の福井県を中心とする集中豪雨災害や台

風 23 号に伴う豊岡市での大水害を受け「災害時要援護者の避難支

援ガイドライン」が策定（2005年 3 月）され、また、2007年 3 月、

このガイドラインに沿って市町村を中心に災害時要援護者対策を

進めていくための先進的な事例等を収集し、検討した結果も発表さ

れています。 

社会参加するうえで、私のように車いすと手動装置付き自家用車

を欠かすことができない移動制約者は、健常者に比べて緊急時の行

動は格段に制約されます。警報が届いたとしても思うように行動す

ることができません。このことは足腰が弱った高齢者にも共通する

 

http://www.bousai.go.jp/oshirase/h19/070320giji/5_taisakutoha.pdf
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ハンディキャップです。 

2007年 11 月 1 日、国の中央防災会議は、生駒断層帯（図示）が引き起こす地震では早朝の発

生なら死者４千８百人との想定結果を発表し、多くの県民は衝撃を受けました。奈良県は被害を

軽減するため県や市町村などがとるべき具体的な対策を盛り込んだ「県地震防災対策アクション

プログラム（案）」を 2006年度 2 月に作成し、2005年に改定された県地域防災計画に基づき、「自

主防災組織」の組織率を引き上げることや防災教育の徹底などに取組んできましたが、全国的な

数値と比較して「自主防災組織」の組織率が向上していません。また、「自主防災組織」の構築と

平常時の訓練への障害・高齢当事者の参画・参

加も課題として残されています。このように、

障害者を含む災害時要援護者に対する災害時

の対応には、災害発生時の安否確認・避難所確

保・避難誘導など、自治体ごとに多くの課題を

抱えたままです。また、幸いに自分の生命が守

られて、被災者・被災地のために何か役に立ち

たいと考えたとしても、平常時から問題意識を

持って継続的・組織的な取組みを行っていなけ

れば迅速な対応は困難なのではないでしょうか？ 最後に、パネリストとして提唱したネットワ

ーク組織図を示し、皆様からのご意見を期待してセミナー参加報告といたします。 

 

エコドライブのすすめ 

ＪＡＦなら支部 中西康宣 

 このところ燃料価格高騰で家計のやりくりが大変になってきています。また自動車から排出さ

れるＣＯ２は地球温暖化の大きな原因となっています。そこで燃費を向上させてＣＯ２の排出を抑

える「環境やお財布にやさしいエコドライブ」を心がけましょう。 

 車は、発進、走行（巡航）、減速、停止の４つのパターンを繰り返しながら走っています。これ

らのパターンごとに燃料向上に効果的な運転方法があります。 

① エコドライブの第一歩は、正しい運転姿勢から。 

正しい運転姿勢をとるには「シート前後位置と足」が、特に重要になります。深く腰掛けてお

尻をシートに密着させ、ブレーキペダルを踏んでも膝の関節に余裕が残るぐらいに前後位置を調

節してください。エコドライブは、微妙なアクセルワークがポイントとなるため、かかとがアク

セルペダルの近くになるようにしましょう。 

② 発進時 

市街地走行で消費する燃料の約 4 割は発進時につかわれます。発進は、ブレーキから足を離し

たら、一呼吸おくつもりでゆっくりアクセルに足を乗せ徐々に踏み込み、なめらかに加速してい

きましょう。たくさん踏み込むのはムダ。 

③ 走行（巡航）時 

先の信号や先行者の挙動、駐車車両や工事の有無など、先の状況を見て早めに対処することで、

無駄な加減速を抑えたアクセルのふみ加減を一定に保つ走行を心がけましょう。 
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④ 減速時 

先の交通状況を見て停止する位置が分かったら、適当な位置でアクセルから足を離し、エンジ

ンブレーキで減速します。停止位置が近づいたらフットブレーキでしっかり停止します。停止位

置より手前で失速することがないように注意しましょう。 

⑤ 停車時 

停止していても燃料は消費されています。買い物や人を待つときなどある程度の時間停止する

ことが分かっている場合はアイドリングストップをしましょう。 

⑥ 運転以外の燃費向上 

・タイヤの空気圧の適正。 

・不用な荷物は積まない。 

・エアコンの温度設定はこまめに調整。 

 

ムリやムダを省いたり、先の状況を早めに確認することは、エコドライブであると同時に安全

運転でもあります。そのためにも、出来ることを無理なく出来る範囲で今日からはじめましょう。 

忘 年 会 

平成19年の忘年会を12月14日（金）に、奈良県心身障害者福祉センター･ふれあい寮で行いまし

た。例年通り「飲酒運転厳禁」のため現地宿泊のゆったり宴会です。午後６時開宴、それぞれお

好みの鍋を囲み、飲んで、喰って、語りあい、本当に楽しい忘年会でした。 

 

 

 

 

 

 

 

新 年 会 

平成20年の新年会を１月20日（日）に金剛生駒紀泉国定公園・信貴山観光ホテルで行いました。

楢原会長の挨拶で新年会が始まりました。宴会はカラオケなどでヒートアップ。２次会する人、

天然温泉に浸る人など、それぞれ、自由な時間を堪能しました。宴会後は全員当ホテルに宿泊し

ました。外は初雪が積もっていました。 
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平成１９年度奈障運パソコン教室を振り返って 

奈障運パソコン教室 運営委員 汐碇昭義 

 本年度の奈障運パソコン教室は４月から毎

月１回、年間 11 回開催の予定でしたが、８月

は休講、11月は会場が

予約できず、平成 20

年２月は当日雪のた

め中止としたため９

回の開催となりまし

た。 

 ４月からのパソコ

ン教室は「ワード」「エ

クセル」「画像処理」

等を中心として、毎回内容を変えて行ってきま

した。毎回受講者は20名～30名と多くの方が参

加されました。受講者の皆様のレベルは初級の

方からベテランまでまちまちですが、少しは皆

様のパソコン技術のレベル向上に役立ったの

ではないかと自負しております。 

 本年度も奈障運パソコン教室の運営に、講師

として活躍していただきましたパソコン教室

運営委員の皆様ご苦労

様でした。また、ボラ

ンティアとして、お世

話をいただきました柳

沼寿徳先生、金井隆弘

さん、洋子さんご夫妻

に厚く御礼申し上げま

す。 

 新年度も奈障運パソ

コン教室は継続することが２月の理事会で決

定致しましたのでこれから運営委員会で内容

を検討致しますのでご期待下さい。 

 最後に、３月15日の教室終了後、奈良市総合

福祉センター３階テラスで撮影した記念写真

を掲載しておきます。

「平成２０年度奈障運パソコン教室」開催のお知らせ 

ボランティア部パソコン教室運営委員会 

平成２０年３月１５日（土）に「平成１９年度奈障運パソコン教室」が終了しました。引き続

き、奈障運会員を対象に「平成２０年度奈障運パソコン教室」が４月２９日（火）１３時３０分

から教材「Ｅｘｃｅｌ」でスタートします。新たに参加を希望される会員の方は、事前に運営委

員まで申し込んでください。 

 

わいわい楽しい焼肉パーティー 

「たくさんの人と語らいながらいただく食べ

物は格別にうまい！」「若い高校生たちのエネル

ギーをわけてもらって元気が出たなー。」あちこ

ちからの声です。そうです。私も普段の食事量

の５割増しはいただきましたでしょうか。 

 ３月 22日（土）カトリック野外礼拝センター

でボランティアとの交流会（焼肉パーティー）

が行われました。早朝の冷えとはうって変わっ

て気象予報士の予報通り澄み切った青空が広が

り気温がぐんぐん上がり、屋外は春真盛りで上
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着を１枚、２枚と脱いでおられる姿も見受けられました。 

 参加者も平城高校・奈良大付属高校の引率の先生方と学生さん、ボランティアさん、会員など

総勢 80数名と賑やかでした。 

 食べ物の仕入れから下ごしらえ、さらに気温の高い炎天下で食べ物を焼いたりと皆さん本当に

よく働いていただきました。 

お疲れさまと同時に有難うございました。また、オレンジ・イチゴ・バナナなど差し入れてい

ただいた方々ご馳走様でした。 

 

 

 

だれもが生きいきと安心して暮らせる奈良を目指して私たち奈障運の会員は障がいを持ちなが

らも自立した生活を少しでも長く営みたいと頑張っています。 

会の活動としては ・パソコン教室 

         ・安全運転フェスティバル 

         ・親睦バス旅行（リフト付きバスを使います） 

         ・ボランティアとの交流会 

         ・機関紙（奈障運だより）の発行などです。 

これらの活動を通して喜びや悲しみ・悩みなどみんなで分かち合いましょう。 

Ǟǋ șיǔ ȚǮʤǜǋ 

40周年を目前に控え奈障運も若返りを図り活動の幅を広げていきたいと思います。その為にも

若々しい力が必要です。お手伝いしてくださる方いませんか？健常者・障がい者を問いません。

心当たりのある方・紹介して下さる方・新しく会員になりたい方事務局までお知らせ下さい。 

事務局 

 汐碇昭義      TEL ０７４２－４６－７００４ 

             携帯 ０９０－７０９１－４５５５ 

 

 

♥  

花々が咲き競う春爛漫の今日この頃です。地球温暖化が叫ばれる今、皆さんにはどのような工

夫をされていますか？小さな心掛けがいつか実を結ぶと考えてエコ運転を心掛けましょう。 

今年も有意義に 1 年を過ごしていきたいものです。 
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